
人

減

少

地

域

の

研
n'tl 

九

口

-

1

関

東

地

方

の

場

合

|

|

岸

実

本

一
、
研
究
の
目
的

筆
者
は
さ
き
に
『
藩
政
期
に
お
け
る
日
本
の
人
口
配
置
」
に
つ
い
て
こ
の
紀
要
で
論
じ
①
、

ひ
き
つ
づ
き
、
明
治
大
正
期
に
つ
い
て
全

国
的
視
野
か
ら
日
本
の
人
口
増
加
地
域
と
人
口
減
少
地
域
の
成
立
を
と
ら
え
る
こ
と
に
努
め
た
。
そ
し
て
日
本
の
人
口
増
加
地
域
に
つ
い

て
『
日
本
の
人
口
集
積
』
と
し
て
こ
れ
を
一
書
に
ま
と
め
②
、
藩
政
後
期
以
来
、

こ
と
に
明
治
中
期
に
お
け
る
日
本
の
産
業
革
命
期
を
境

人口減少地域の研究

い
わ
ゆ
る
東
海
道
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
と
称
せ
ら
れ
る
地
域
に
著
し
い
人
口
の
集
積
を
み
た
こ
と
を
あ
き
ら
か

と
し
て
、
表
日
本
、
こ
と
に
、

に
し
た
。

さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
地
域
の
人
口
変
動
は
、
自
然
変
動
と
社
会
変
動
の
組
合
せ
か
ら
お
こ
る
も
の
で
あ
る
。
人
口
増
加
地
域
は

他
地
域
か
ら
の
人
口
の
流
入
(
人
口
の
集
中
)
が
さ
か
ん
で
、
そ
の
流
入
人
口
の
大
部
分
は
二

O
才
台
を
中
必
と
す
る
生
産
力
の
高
い
青

し
た
が
っ
て
流
入
地
域
の
自
然
増
加
(
人
口
の
累
積
)
が
大
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
人
口
の
集

壮
年
令
人
口
や
結
婚
適
令
人
口
に
属
し
、

203 

積
が
は
げ
し
く
、
そ
の
結
果
と
し
て
人
口
の
増
加
を
み
る
こ
と
と
な
る
。
こ
と
に
、
京
浜
・
中
京
・
京
阪
神
の
大
都
市
地
域
の
周
辺
に
こ
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の
現
象
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
@
o

こ
れ
と
は
逆
に
、
人
口
減
少
地
域
は
人
口
の
流
出
が
さ
か
ん
で
、
そ
の
人
口
の
流
出
も
二

O
才

台
を
中
心
と
す
る
生
産
力
の
高
い
青
壮
年
令
人
口
で
あ
り
、
結
婚
適
令
人
口
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
地
域
の
自
然
増
加
は
低
下
し
、

遂
に
は
自
然
減
少
を
も
み
、
地
域
の
人
口
の
老
令
化
が
急
速
に
進
み
、
そ
の
結
果
と
し
て
人
口
減
少
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
と
な
る
。
人
口

増
加
地
域
が
人
口
の
集
中
と
累
積
に
よ
る
『
人
口
集
積
』
に
よ
っ
て
人
口
増
加
を
み
る
の
に
対
し
て
、
人
口
減
少
地
域
は
人
口
の
他
地
域

へ
の
分
散
と
地
域
内
に
お
け
る
自
然
減
少
な
い
し
は
低
い
自
然
増
加
に
よ
る
漸
減
(
仮
称
)
に
よ
る
『
人
口
散
減
」

(
仮
称
)
に
よ
っ
て

人
口
減
少
を
み
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
分
散
と
漸
減
と
の
程
度
と
そ
の
組
合
せ
に
よ
り
、
地
域
内
の
人
口
減
少
の
程
度
を
こ
と
に
し
て
い

る
も
の
と
み
て
よ
い
。

一
般
に
農
山
村
地
域
は
人
口
の
流
出
が
さ
か
ん
で
あ
り
、
そ
の
要
因
と
し
て
農
山
村
の
生
産
性
の
低
さ
や
、
な
い
し
は
農
山
村
の
経
済

的
貧
困
に
帰
せ
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
域
に
即
し
て
み
る
と
農
山
村
か
ら
の
人
口
の
流
出
は
、
必
ず
し
も
そ
う
し
た
経
済
的
要

因
の
み
に
よ
る
の
で
は
な
く
、

た
と
え
ば
農
山
村
に
お
け
る
家
族
構
成
を
も
考
え
併
さ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
農
山
村
に
お
け
る
生
活
の

基
盤
と
し
て
の
農
地
の
面
積
に
は
限
度
が
あ
り
、
農
家
の
子
女
の
う
ち
、
農
家
の
後
つ
、
ぎ
と
な
る
も
の
以
外
の
も
の
は
、
そ
の
地
域
内
で

農
地
に
生
活
の
基
盤
を
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
離
村
し
て
他
地
域
で
そ
の
生
活
の
基
盤
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
。
か
つ
て
突
通
不

便
な
山
村
ま
た
は
離
島
で
分
家
制
限
令
を
設
け
、
分
家
に
よ
る
人
口
増
加
の
た
め
に
、
生
活
資
源
の
澗
渇
す
る
こ
と
を
防
止
し
よ
う
と
試

み
た
の
も
こ
の
こ
と
に
関
連
す
る
現
象
で
あ
る
。
村
内
ま
た
は
近
く
に
通
勤
し
得
る
事
業
所
が
あ
る
か
、
商
業
そ
の
他
、
農
地
以
外
に
生

活
の
基
盤
を
求
め
得
る
手
段
が
あ
れ
ば
離
村
す
る
こ
と
は
な
い
し
、
若
し
そ
う
し
た
も
の
が
な
い
と
す
れ
ば
、
当
然
に
離
村
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
ま
た
こ
う
し
た
家
族
構
成
の
ほ
か
に
、
農
山
村
に
お
け
る
研
修
な
い
し
は
就
業
機
会
の
狭
障
さ
も
農
山
村
か
ら
の
人
口
流
出
の
大

き
な
要
因
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
は
農
山
村
か
ら
の
人
口
流
出
の
要
因
を
、
単
に
農
山
村
の
経
済
的
貧
困
の
み
に
帰
す
る
の
で



は
な
く
、
各
地
域
の
地
域
的
条
件
、
換
言
す
れ
ば
各
地
域
の
地
域
構
成
要
素
の
組
合
せ
か
ら
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
は
個
々
の
人
口
減
少
地
域
に
つ
い
て
個
別
的
に
分
析
す
る
必
要
性
の
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
い
え
る
。

こ
の
研
究
は
、

日
本
の
人
口
減
少
地
域
の
研
究
の
一
環
と
し
て
、
関
東
地
方
の
そ
れ
を
み
、
そ
の
要
因
や
人
口
減
少
に
よ
る
地
域
へ
の

影
響
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

こ
こ
で
人
口
減
少
地
域
と
し
て
市
区
町
村
別
に
み
て
五
か
年
間
の
人
口
減
少
率
が
一
O
%
以
上
の
地
域
を
と
り
あ
げ
る
と
と
と
し
た
。

そ
の
理
由
は
、

一
つ
に
は
五
か
年
聞
に
一
O
%
の
人
口
減
少
は
年
率
二
%
に
相
当
し
、
こ
れ
を
自
然
増
加
率
と
比
較
す
る
と
か
な
り
の
高

い
減
少
率
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
日
本
に
つ
い
て
、

一
九
六
O
年
の
自
然
増
加
率
は
九
・
六
%
(
出
生
率
一
七
・
二
%
、
死

亡
率
七
・
六
%
)

一
九
六
五
年
の
そ
れ
は
一
一
・
四
%
(
出
生
率
一
八
・
五
%
、
死
亡
率
七
・
一
弘
)

で
、
同
期
間
の
自
然
増

で
あ
り
、

加
率
は
約
一
%
内
外
で
あ
る
。
年
間
約
一
%
の
自
然
増
加
率
を
み
つ
つ
も
、

し
か
も
約
二
男
の
人
口
減
少
を
み
る
こ
と
は
か
な
り
高
い
流

出
率
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
五
か
年
間
の
日
本
全
域
に
つ
い
て
の
一
O
%
以
上
の
人
口
減
少
を
み
た
市

町
村
数
は
八
九
三
で
、
こ
れ
は
一
九
六
五
年
の
全
市
町
村
数
三
三
七
六
の
二
六
%
に
相
当
す
る
(
表
1
1

人口減少地域の研究

表
1
の
川
聞
は
日
本
の
全
市
町
村
数
に
つ
い
て
の
人
口
の
増
加
市
町
村
と
減
少
市
町
村
の
数
を
し
め
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
る
と
、

一
O
M
以
上
の
人
口
減
少
市
町
村
八
九
三
の
う
ち
マ
イ
ナ
ス
一
O
M
l
マ
イ
ナ
ス
一
五
%
の
市
町
村
数
が
最
も
多
く
、
減
少
全
市
町
村
の

六
一
二
%
に
あ
た
り
、

マ
イ
ナ
ス
一
O
I
マ
イ
ナ
ス
二
O
M
の
そ
れ
は
八
七
%
に
あ
た
り
、
最
も
多
い
。
最
高
で
マ
イ
ナ
ス
六
六
%
の
減
少

を
み
た
村
(
岐
阜
県
白
川
村
)
も
あ
る
。
要
は
一
O
M
以
上
の
人
口
減
少
市
町
村
の
数
は
、
全
国
的
に
み
て
か
な
り
広
範
囲
に
わ
た
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
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日
本
の
人
口
の
増
加
地
域
と
減
少
地
域
に
つ
い
て
の
研
究
に
関
連
し
、
古
く
井
上
修
次
の
研
究
が
あ
る
@
⑤
。

す
な
わ
ち
、

一
八
九
八
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日本全域の人口の増加・減少市町村数

(1960-1965) 

人口減少市町村数

人口減少 10%以上減少
全市町村数 市町村数

2798 893 
(83%) (26~';) 

578 
(17%) 3376 

l-7 -15 
893 I 559 218 
(100%)1 (63) (24) 

(表 1← (1)(2)とも国勢調査報告により作成)

日本全域の10%以上人口減少市町村数
(1960-1965) 

表 1一寸2)

。!。↓in「
n
u
l
』
凸
U

Fhu
、，k
n
o

一

↑0
1川
町

一

一
i
。!
o

qυ
‘

t
Aせ

一

一
mlω 
一一
日

l
m
一一

総

数

6 
(0.6) (0. 1) 

7 
(0.8) 

83 19 
(19) (2) 

年
(
明
治
三
一
)
か
ら
一
九
三

O
年
(
昭
和
五
)
に
い
た
る
間
の
八
回
の

人
口
調
査
の
結
果
を
も
ち
い
、
こ
の
期
間
に
つ
い
て
市
郡
別
に
そ
の
増
減

率
と
増
減
の
タ
イ
プ
を
も
と
め
、
増
加
地
域
と
減
少
地
域
の
分
布
と
そ
の

形
態
を
あ
き
ら
か
に
し
、
鼠
ケ
関
・
松
本
・
名
古
屋
・
吉
野
山
・
石
鎚
山

-
米
津
を
通
る
中
央
線
を
想
定
し
、
西
日
本
(
中
央
線
内
側
)
と
東
日
本

(
中
央
線
外
側
)

の
人
口
増
減
と
そ
の
タ
イ
プ
を
対
比
し
、
関
東
地
方
に

人口増加
市町村数

表 1-(1)

町
数
市全
村

つ
い
て
は
、
周
辺
山
地
に
緩
増
を
止
む
型
、
周
辺
台
地
に
は
緩
増
の
続
く

型
の
分
布
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
伊
藤
郷
平
は
関
東
の
人
口

減
少
地
域
と
養
蚕
地
域
と
の
関
係
を
論
じ
@
、

白
浜
兵
三
は
明
治
以
来
の

関
東
地
方
の
人
口
の
分
布
と
増
減
地
域
を
論
じ
て
い
る
⑦
O

ニ
、
関
東
地
方
の
人
口
減
少
地
域

関
東
地
方
の
市
区
町
村
別
に
つ
い
て
一
九
六

O
l
一
九
六
五
年
の
五
か
年
間
の
人
口
増
減
率
の
分
布
を
み
る
と
図
1
の
通
り
で
あ
る
o

図
は
各
市
区
町
村
の
増
減
率
を
各
市
区
町
村
役
場
の
位
置
に
記
入
し
て
、
等
値
線
を
も
と
め
て
得
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
京
浜

の
市
街
地
周
辺
の
は
げ
し
い
増
加
地
域
(
五

O
%以
上
)
と
、
常
磐
線
・
東
北
本
線
・
上
信
越
線
沿
線
に
み
ら
れ
る
断
続
的
な
増
加
地
域

を
中
心
と
し
て
五
つ
の
人
口
減
少
地
域
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
o

す
な
わ
ち
、
山
一
房
総
中
部
地
域
(
房
総
丘
陵
北
斜
面
の
清
和
村
と
上
総

町
、
同
丘
陵
商
斜
面
の
三
芳
村
と
長
狭
町
を
含
む
地
域
)
、

間
八
溝
山
地
周
辺
地
域
(
八
溝
山
地
東
斜
面
の
美
和
・
緒
川
・
御
前
山
・
七
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数値は%を示す

207 

国勢調査報告により岸本実作成

関東地方の市区町村別の人口増減率の分布 (1960-1965)

会
各
村
と
、
同
山
地
西

斜
面
の
茂
木
・
馬
頭
両

町
を
含
む
地
域
)
、

(3) 

白
根
男
体
周
辺
地
域

(
岡
山
地
東
斜
面
の
足

尾
・
栗
山
両
町
と
岡
山

地
西
斜
面
の
片
品
・
利

根
・
白
沢
・
黒
保
根
の

四
か
村
を
含
む
地
域
)
、

凶
両
神
山
周
辺
地
域

(
神
流
川
上
流
の
中
里

上
野
両
村
と
荒
川
上

流
の
両
神
・
上
滝
両
村

を
含
む
地
域
)
お
よ
び

図 1

聞
東
京
区
部
中
央
地
域

(
千
代
田
・
中
央
・
台

東
の
三
区
)

の
五
地
域
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~ c 純社会増加-3 勺ごττ万古~(39%
全人口(1965)

純社~jl9加 、'̂配
全人口 1965)'日目

o 蜘、盛週ル

(国勢調査報告により岸本実作成)

で
あ
る
。
こ
の
う
ち

で
聞
の
東
京
区
部
中

(1960--1965) 

央
を
除
け
ば
全
て
共

通
し
て
関
東
周
辺
山

地
に
あ
り
、
京
浜
の

人口変動(1トCタイプ (A，B，D を含む)

市
街
地
域
か
ら
か
な

り
の
距
離
に
あ
た
っ

て
い
る
。

あ
る
地
域
の
人
口

の
増
加
な
い
し
減
少

は
そ
の
地
域
に
お
け

る
社
会
変
動
と
自
然

変
動
と
の
和
と
し
て

考
え
ら
れ
る
も
の
で

図 2

あ
り
、
上
記
こ
れ
等

そ醒の
の摺人
し、温口

ず重減
れ:>S~少

に宅地

因域
由が
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純社会減少
^'τπ百~\(10%
盃人口 1965)

純社会減少
キ苧吾符去百)10%
全人口 1965)

ーー甲・・人口500人Ikm'(1965) 

--ー人臼300人/k阻包(lg65)

匡ヨ H
麗盟Hト 2

209 

040km  

国勢調査報告じより岸本実作成

E 

;自然按少

人口変動(2)-Hタイプ (D，G を含む)

F 

す
る
か
を
み
る

た
め
に
、
。
R
E

(1960ー 1965)

同
町
田
町
白
ロ
ロ

o
z
O吋
a

門
円
山
口
同
一
円
四
ぬ
吋
但
】

ur

⑥
を
用
い
て
関

東
地
方
の
各
市

区
町
村
の
人
口

変
動
の
タ
イ
プ

を
求
め
、
こ
れ

を
図
示
し
、
図

2
・3
を
得
た
。

図
2
は
増
加
地

域
を
し
め
す
A

-
B
・
C
・

D

図 3

の
四
つ
の
タ
イ

プ
の
分
布
を
し

め
し
、

図
3
は
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D
-
G
-
H
の
三
つ
の
減
少
地
域
の
タ
イ
プ
の
分
布
を
し
め
し
て
い
る
。
京
浜
周
辺
の
人
口
増
加
地
域
で
は
、
自
然
増
加
と
そ
れ
を
上
ま

わ
る
社
会
増
加
に
よ
っ
て
人
口
増
加
を
み
た
C
タ
イ
プ
の
分
布
が
顕
著
で
あ
り
、
関
東
の
周
辺
山
地
で
は
自
然
増
加
を
み
つ
つ
も
、
そ
れ

以
上
の
社
会
減
少
で
人
口
の
減
少
を
み
る

H
タ
イ
プ
の
分
布
が
目
立
っ
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
、
前
記
川
|
同
の
減
少
地
域
の
う
ち
、
間

ー
聞
の
四
つ
の
地
域
は
い
ず
れ
も
H
タ
イ
プ
の
地
域
に
属
し
て
い
る
こ
と
が
顕
著
で
あ
り
、
山
の
房
総
中
部
地
域
の
み
が
G
タ
イ
プ
と
い

う
特
異
の
地
域
に
属
し
て
い
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

G
タ
イ
プ
の
地
域
と
い
う
の
は
自
然
減
少
を
み
つ
つ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
上
ま

わ
る
社
会
減
少
に
よ
っ
て
人
口
減
少
を
み
た
地
域
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
o

同
じ
関
東
周
辺
山
地
で
も
、
温
泉
集
落
を
も
っ
た
草
津
・
水
上
は
自
然
増
加
を
み
つ
つ
、

さ
ら
に
流
入
人
口
に
よ
っ
て
増
加
を
み
る

C

タ
イ
プ
の
町
で
あ
り
、
鬼
怒
川
上
流
の
温
泉
集
落
を
多
く
持
つ
藤
原
町
は
、
自
然
減
少
は
あ
っ
て
も
、

よ
り
大
き
な
社
会
増
加
の
た
め

に
、
人
口
増
加
地
域
と
し
て
の

D
タ
イ
プ
に
属
し
て
い
る
。

わ
が
国
に
お
け
る
人
口
減
少
地
域
の
形
成
な
ら
び
に
そ
の
増
大
は
一
九
五
五
年
以
後
特
に
甚
だ
し
く
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
@
o

れ

を
府
県
別
に
み
て
も
あ
き
ら
か
で
、
第
二
次
大
戦
前
に
は
す
で
に
向
都
離
村
の
現
象
は
み
ら
れ
た
が
、
人
口
の
絶
対
数
の
減
少
を
み
た
府

県
の
数
は
僅
少
で
、
大
戦
中
な
ら
び
に
大
戦
直
後
に
か
け
て
は
、
都
市
地
域
か
ら
農
村
地
域
へ
の
疎
開
の
た
め
、
第
一
次
産
業
中
心
の
県

の
人
口
は
急
激
に
増
加
し
、
こ
と
に
京
浜
・
中
京
・
京
阪
神
周
辺
の
諸
県
で
は
人
口
数
の
急
増
を
み
た
。
そ
れ
が
一
九
五

O
年
こ
ろ
か
ら

人
口
の
都
市
へ
の
流
入
が
は
げ
し
く
、
都
市
人
口
率
(
市
部
人
口
の
全
県
人
口
に
対
す
る
比
率
)

の
高
い
地
域
に
よ
り
高
い
人
口
増
加
率

を
み
、
特
に
大
都
市
周
辺
の
諸
県
の
人
口
は
急
減
す
る
に
い
た
っ
た
。

関
東
地
方
に
つ
い
て
、
市
区
町
村
別
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
人
口
増
減
率
の
分
布
を
み
る
と
図
4
の
と
お
り
で
あ
る
o

図
4
は一

九
二
五
|
一
九
三

0
年
間
の
五
か
年
間
の
人
口
増
減
率
の
分
布
を
図
1
と
同
様
の
方
法
で
表
わ
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
は
一
九
二
三
年



横線は税金地域

0 4他国
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斜線 0-5%の増加地域

行政区画は1965年のものに組替え
て増減率を計算Lた。

図 4関東地方の市区町村別の人口増減率の分布 0925-1930)

の
関
東
大
震
災
の
あ
と

を
う
け
た
時
期
に
あ
た

り
、
東
京
の
市
街
地
西

部
周
辺
部
に
あ
た
る
中

野
・
世
田
谷
・
品
川

大
田
や
東
部
周
辺
に
あ

た
る
江
東
に
住
宅
地
の

急
増
を
み
、

浦
和
周
辺

で
も
住
宅
地
化
が
進
み

は
じ
め
、

鹿
島
台
・
明

神
台
な
ど
の
高
級
住
宅

地
が
成
立
し
は
じ
め
た

時
期
に
あ
た
っ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
一

O

%
以
上
の
増
加
地
域

も
、
東
京
湾
の
北
・
西

の
沿
岸
地
域
か
ら
、
湘
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南
で
は
藤
沢
付
近
に
ま
で
し
か
及
ん
で
い
な
い
。
北
関
東
で
も
前
橋
・
伊
勢
崎
周
辺
と
当
時
鉱
工
業
地
域
と
し
て
発
展
し
は
じ
め
た
目
立

と
そ
の
周
辺
程
度
で
あ
る
。

こ
う
し
て
当
時
関
東
地
方
で
は
人
口
の
増
加
地
域
も
狭
少
で
あ
っ
た
が
、

一
方
減
少
地
域
も
そ
れ
ほ
ど
は
広
地
域
に
は
及
ん
で
い
な

ぃ
。
房
総
中
部
地
域
が
既
に
人
口
減
少
地
域
と
し
て
顕
著
な
地
域
を
構
成
し
て
い
る
ほ
か
は
、

八
溝
山
地
周
辺
や
白
根
男
体
周
辺
(
栗
山

村
の
み
は
減
少
)
、

両
神
山
周
辺

(
両
神
村
の
み
は
減
少
)
各
地
域
で
は
人
口
の
絶
体
数
の
減
少
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
て
い
な
い
。
も
ち

ろ
ん
人
口
増
加
率
二
%
以
下
の
地
域
は
自
然
増
加
率
と
比
較
し
人
口
流
出
を
み
た
こ
と
は
予
想
せ
ら
れ
る
と
し
て
も
、
流
出
人
口
は
人
口

数
の
減
少
を
し
め
す
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
が
推
定
せ
ら
れ
る
。
こ
と
に
図
4
を
図
1
と
比
較
す
る
と
き
、
房
一
総
半
島
東
半

部
や
北
関
東
の
人
口
減
少
が
最
近
急
速
に
進
展
し
た
こ
と
が
明
瞭
に
み
と
め
ら
れ
る
。

一
九
二
五
一
九
三

O
年
当
時
、
京
浜
の
都
市
地

域
の
人
口
の
吸
引
力
も
低
か
っ
た
反
面
、
一
房
総
半
島
東
半
部
や
北
関
東
の
諾
地
域
が
栽
桑
養
蚕
業
に
支
え
ら
れ
つ
つ
、
農
村
人
口
の
流
出

は
そ
れ
ほ
ど
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
い
え
る
。

た
だ
こ
こ
で
一
九
六

O
l
一
九
六
五
年
の
人
口
減
少
地
域
の
前
記
五
地
域
の
う
ち
房
総
中
部
地
域
は
一
九
二
五
|
一
九
三
五
年
の
こ
ろ

既
に
そ
の
当
時
人
口
減
少
地
域
を
構
成
し
て
お
り
、
他
の
四
地
域
は
未
だ
明
瞭
な
人
口
減
少
が
み
ら
れ
ず
寧
ろ
若
干
の
増
加
さ
え
し
め
し

て
い
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
、
こ
の
点
一
房
総
中
部
地
域
は
人
口
の
増
減
率
分
布
の
上
か
ら
特
異
な
地
域
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
を
認
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、
人
口
減
少
地
域
と
人
口
純
流
出
率
の
分
布

関
東
地
方
の
周
辺
山
地
に
お
け
る
四
つ
の
人
口
減
少
地
域
に
つ
い
て
、
町
村
別
に
一
九
六

O
ー
一
九
六
五
年
間
の
人
口
の
純
流
出
率
を
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計
算
し
、
図
化
し
た
(
図
5
)
0
図
中
各
地
域
の
範

一
O
%以
上
の
人
口
減
少
町

域
は
各
地
域
と
も
、

布附
村
を
中
心
に
、
減
少
率
一

O
%以
下
の
隣
接
町
村

⑥
を
も
ふ
く
み
、
地
形
上
ま
と
ま
り
の
あ
る
地
域
と

け
し
た
。
す
な
わ
ち
、
川
房
総
中
部
地
域
に
お
い
て

撒
は
一
九
六

O

一
九
六
五
年
間
一

O
%以
上
の
減

洋
少
を
し
め
し
た
房
総
丘
陵
の
南
北
斜
面
と
、
内
房

」
引
町
幻
一
淵
の
海
岸
地
域
を
ふ
く
み
、
間
八
溝
山
地
周
辺
地
域

一
供

h
H
d

}
一
一
叫
時
時
で
は
那
珂
川
流
域
の
各
町
村
の
ほ
か
に
、
久
慈
川

言
。
穴
ー
山
仕
上
流
の
大
子
町
、
小
貝
川
上
流
の
茂
木
・
益
子
両

門

別

γ

・

I
山
町
と
市
貝
村
を
ふ
く
み
、
同
白
根
男
体
周
辺
地
域

、
ば
川
町

1
い
人
間
制
で
は
、
利
根
川
・
渡
良
瀬
川
上
流
町
村
と
、
鬼
怒

中
哨
川
上
流
の
栗
山
村
の
ほ
か
、
そ
れ
に
隣
接
し
た
日

入

Tjr寸
/
1
r
L
J

封

U

円
。
ー
下
代
ぺ
い
川
小
川
付
苛
光
・
今
市
両
市
を
も
ふ
く
み
、
ま
た
同
両
神
山
周

dv叶J
約十

2
M辺
地
域
で
は
、
神
流
川
荒
川
上
流
の
各
二
か
町

一鳥

yl
子
村
を
ふ
く
む
こ
と
と
し
た
。

/
¥
¥
了
益

)
 

'
h
u
 
(
 

(1)房総中部地域

(a， 

」
こ
で
人
口
の
純
流
出
率
と
い
う
の
は
、
筆
者
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の
計
算
に
よ
る
も
の
で
、

ま
ず
各
市
町
村
に
つ
い
て
、

一
九
六
O
l
一
九
六
五
年
間
の
各
年
の
出
生
数
と
死
亡
数
を
入
手
し
(
何
れ
も
発

生
地
別
)
、
ぐ

E
-
m仲
間
同
町
民

2
5
2
rえ
⑬
(
出
生
死
亡
数
法
)

に
よ
り
各
市
町
村
の
純
流
出
数
を
も
と
め
、
そ
れ
を
一
九
六
O
年
の
人

口
数
で
除
し
た
も
の
で
あ
る
。
通
常
市
町
村
の
社
会
移
動
は
市
町
村
の
統
計
を
用
い
る
が
、
そ
れ
は
届
出
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

か
な
り

の
数
に
上
る
と
推
定
さ
れ
る
無
居
者
の
移
動
の
数
を
ふ
く
ま
な
い
の
で
、
上
記
の
計
算
に
よ
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
を
図
示
し
た
の

が
図
5
の
各
図
の
例
で
あ
る
。

こ
れ
等
各
地
域
の
純
流
出
率
の
分
布
を
み
る
と
、
房
一
総
中
部
地
域
に
お
い
て
は
、
一
房
総
丘
陵
北
斜
面
の
上
総
町
と
清
和
村
が
一
O
M
以

上
の
流
出
率
を
し
め
し
、
八
溝
山
地
周
辺
地
域
で
は
八
溝
山
地
東
斜
面
の
町
村
に
一
三
ガ
以
上
の
流
出
率
が
み
と
め
ら
れ
、
両
神
山
周
辺

地
域
で
は
神
流
川
・
荒
川
両
河
川
最
上
流
の
上
野
・
大
滝
両
村
が
二
O
%
以
上
の
純
流
出
高
率
地
域
と
な
り
、
白
根
男
体
周
辺
地
域
で
は

白
根
南
側
の
足
尾
・
利
根
両
町
村
に
一
七
万
以
上
、
栗
山
村
主
二
形
の
高
率
地
域
が
み
ら
れ
る
。
以
上
の
数
値
の
分
布
と
図
4
の
一
九

川
房
一
総
中
部
地
域
は
一
O
%
程
度
で
現
在
の
所
は
他
の
三
地
域
に
比
較
し
て

二
五
|
一
九
三
O
年
当
時
の
減
少
率
を
比
較
し
て
み
る
と

流
出
率
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
い
と
し
て
も
、
長
い
期
間
に
渉
っ
て
流
出
を
繰
返
し
て
き
た
地
域
と
考
ら
れ
、
間
八
溝
山
地
東
斜
面
山
地

同
白
根
・
男
体
周
辺
で
は
鉱
山
集
落
を
も
ち
そ
の
消
長
が
人
口
流
動
に
鋭
敏
に
影
響
す
る
足
尾
町
や

山
深
い
栗
山
村
等
特
に
高
い
値
を
示
す
町
村
が
存
在
し
、
全
体
と
し
て
は
一
七
%
程
度
の
地
域
と
な
り
、
凶
こ
れ
に
つ
い
で
二
O
%
程
度

は
こ
れ
に
つ
い
で
一
一
一
一
%
で
高
く

を
し
め
す
両
神
山
周
辺
地
域
が
あ
る
。

し
Z
K
(
N
は
A
の
人
口
数
、

あ
る
地
域
の
人
口

A
が
他
の
地
域
の
人
口

B
に
与
え
る
影
響
力
と
し
て
、
皆

21同
H
f
一『・

0
・
⑪
は
人
口
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
概
念
を
導
入

d
は
A
・
B
聞
の
距
離
)
と
し
た
。
い
ま
関
東
地
方
で

A
に
相
当
す
る
地
域
と
し
て
東
京
・
横
浜
の
ほ
か
所

在
の
主
な
市
街
地
を
考
え
、
上
記
四
地
域
へ
の
距
離
(
鉄
道
に
そ
う
距
離
)
を
計
算
し
、

一
九
二
五
年
と
一
九
六
五
年
の
資
料
で
、
各
四
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日本全国平均規i皆
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40 

地
域
へ
の
影
響
力
を
計
算
す
る
と
、

一
九
二
五
|
一
九
三

O
年
こ
ろ
に
お
い
て
、

東
京
・
横
浜
は
も
ち
ろ
ん
、
京
浜
周
辺
の
諸
都
市
の
発
達
が
未
だ
現
在
ほ
ど
の
段

INDEX NUMBERによる年令構成の比較 (1965)

階
に
達
し
て
い
な
い
こ
ろ
は
、
京
浜
を
中
心
と
し
て
房
総
中
部
地
域
へ
の
影
響
力

が
最
も
大
で
あ
り
、
白
根
・
男
体
・
八
溝
周
辺
が
こ
れ
に
つ
ぎ
、
両
神
山
周
辺
地

域
で
は
最
も
低
い
値
を
示
し
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
こ
の
当

時
房
総
中
部
地
域
で
は
京
浜
の
外
、
千
葉
・
木
更
津
・
館
山
等
の
都
市
地
域
に
か

な
り
の
人
口
が
吸
引
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
他
の
三
地
域
で
は
、

そ
れ
ほ
ど
の
影
響
力
を
蒙
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
後
、

こ
と
に
第
二
次
大
戦
後
、
京
浜
と
そ
の
周
辺
の
都
市
地
域
の
発
達
が
顕
著
と
な

り

一
九
六
五
年
の
資
料
に
よ
っ
て
同
様
の
計
算
を
試
み
る
と
房
総
中
部
地
域
が

依
然
最
高
で
あ
る
こ
と
に
は
変
り
が
な
く
、
埼
玉
県
内
の
都
市
地
域
の
発
達
で
両

神
山
周
辺
地
域
が
こ
れ
に
つ
ぎ
、
白
根
男
体
、

八
溝
山
地
周
辺
の
順
と
な
り
、
前

記
四
地
域
の
純
流
出
率
の
分
布
の
傾
向
と
ほ
ぼ
一
致
し
た
数
値
が
得
ら
れ
た
。
人

図 B

口
の
流
入
先
の
詳
細
な
統
計
が
得
ら
れ
な
い
現
段
階
で
、
正
確
に
は
論
じ
ら
れ
な

い
ま
で
も
、
大
都
市
地
域
の
人
口
の
吸
引
に
つ
い
て
の
一
試
算
と
し
て
そ
の
意
味

を
み
と
め
た
い
。

図
6
は
一
房
総
中
部
地
域
と
八
溝
山
地
周
辺
地
域
と
の
年
令
構
成
の
比
較
を
し
め
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す
も
の
で
、

五
才
ご
と
の
年
令
に
つ
い
て
全
国
平
均
の
比
率
を
も
と
め
、
こ
れ
等
で
各
地
域
ご
と
に
こ
れ
に
対
応
す
る
比
率
を
除
し
て
得

た
も
の
で
、

一
O
O
の
線
は
全
国
平
均
を
し
め
し
、
そ
れ
よ
り
も
高
い
も
の
は
全
国
平
均
以
上
、
低
い
も
の
は
全
国
平
均
以
下
を
し
め
す

も
の
で
あ
る
o

房
総
中
部
地
域
に
あ
た
る
小
糸
川
流
域
の
町
村
と
八
溝
山
地
東
側
の
町
村
の
人
口
の
年
令
構
成
を
比
較
し
た
も
の
で
あ

る
。
両
者
と
も
一
四
才
以
下
に
お
い
て
全
国
平
均
よ
り
も
高
く
、

一
五
才
|
三
五
才
で
は
全
国
平
均
以
下
で
六

O
才
以
上
の
高
年
令
層
で

は
い
ず
れ
も
全
国
平
均
を
上
ま
わ
る
値
を
し
め
し
て
い
る
o

た
だ
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
小
糸
川
流
域
の
町
村
で
は
八
溝
山
地
東
側

の
町
村
に
比
較
し
、
幼
年
人
口
が
か
な
り
低
い
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
が
老
年
化
指
数
(
一
四
才
以
下
の
幼
年
人
口
数
で
六
五

才
以
上
の
老
年
人
口
数
を
除
し
た
も
の
)

の
分
布
(
図
5
の
各
図
の
伽
)
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
房
総
中
部
地
域
で
は
老
年
化

指
数
は
四

O
%以
上
の
高
率
に
対
し
、
他
は
二

O
l一二
O
%の
低
率
を
し
め
す
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
房
総
中
部
地
域
が
長
い
期
間
に
わ
た
る
人
口
流
出
の
結
果
、
青
壮
年
人
口
の
喪
失
と
こ
れ
が
人
口
の
再
生
産
の
低
下
に
影

響
し
、

し
た
が
っ
て
人
口
の
自
然
減
少
の
結
果
を
招
来
し
、

G
タ
イ
プ
の
地
域
と
な
っ
た
も
の
と
判
断
せ
ら
れ
る
。

四
、
結

び

関
東
地
方
の
人
口
減
少
地
域
に
つ
い
て
、
各
地
域
の
自
然
的
社
会
経
済
的
条
件
を
基
盤
と
し
た
地
域
構
造
の
比
較
、
人
口
減
少
と
世
帯

数
の
減
少
の
地
域
的
比
較
、
人
口
流
出
地
域
の
人
口
再
生
産
率
の
低
下
と
そ
の
程
度
の
比
較
な
ど
論
ず
べ
き
も
の
は
極
め
て
多
い
が
、

川
関
東
地
方
に
つ
い
て
房
総
中
部
地
域
、

八
溝
山
地
周
辺
地
域
、
白
根
男
体
周
辺
地
域
、
両
神
山
周
辺
地
域
の
四
つ
の
人
口
減
少
地
域

を
挙
げ
、

間
各
地
域
の
人
口
減
少
率
、
人
口
流
出
率
、
老
年
化
指
数
を
比
較
し
、

一
九
二
五
|
一
九
二
一

O
年
と
一
九
六

O
l
一
九
六
五
年
の
間
の



減
少
地
域
と
そ
の
形
成
を
み
、

同
一
房
一
総
中
部
地
域
が
他
の
三
地
域

(
H
タ
イ
プ
)
に
比
較
し
、

G
タ
イ
プ
の
特
異
な
地
域
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
、

凶
特
に
京
浜
と
そ
の
周
辺
の
都
市
の
人
口
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
か
ら
そ
の
成
立
を
解
明
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

今
後
日
本
の
各
地
方
の
人
口
減
少
地
域
の
調
査
と
あ
い
ま
っ
て
日
本
の
人
口
減
少
地
域
の
形
成
や
そ
の
特
異
性
を
論
じ
た
い
。

(
一
九
六
九
・
二
・
二
八
)

人口減少地域の研究
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